
は
、
過
去
に
委
託
し

て
実
施
し
た
耐
震
診

断
結
果
に
不
備
が
発

覚
し
た
こ
と
を
受
け
、

学
校
体
育
館
耐
震
改

修
及
び
耐
震
診
断
書

再
点
検
が
今
後
実
施

さ
れ
ま
す
。
自
民
党

議
員
団
と
し
て
は
一

刻
も
早
く
、
耐
震
工

事
及
び
再
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
二
度

と
同
様
の
事
態
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
、

京
都
市
に
対
し
て
強

く
求
め
ま
し
た
。

今
回
の
5
月
市
会

で
は
、
国
の
新
た
な

補
助
金
を
活
用
し
た
、

外
国
籍
住
民
へ
の
相

談
体
制
の
拡
充
や
二

条
城
の
歴
史
体
感
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
、
高

齢
者
福
祉
施
設
へ
の

非
常
用
自
家
発
電
設

備
の
整
備
に
対
す
る

助
成
な
ど
、
総
額

2
億
３
７
０
０
万
円

の
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し

ま
し
た
。
公
共
施
設

の
緊
急
耐
震
対
策
で

ラ
の
維
持
充
実
や
歩
く
ま
ち
京

都
の
推
進
、
空
き
家
対
策
、
ら
く

な
ん
進
都
を
は
じ
め
と
し
た
活

力
あ
る
南
部
地
域
に
つ
い
て
議

論
し
ま
す
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

市
民
の
足
で
あ
る
市
バ
ス
・

地
下
鉄
の
運
営
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
上
下
水
道
事
業
の
運

営
、
市
内
産
業
の
振
興
、
市
民
生

活
と
観
光
の
調
和
等
に
つ
い
て

議
論
し
ま
す
。

ま
す
。

教
育
福
祉
委
員
会

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
な
る
よ

う
、子
育
て
・
学
校
教
育
・
医
療
・

介
護
施
策
の
充
実
や
障
が
い
者

福
祉
の
増
進
、
健
康
寿
命
の
延

伸
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

持
続
可
能
な
京
都
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
道
路
イ
ン
フ

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
去
る
４
月
の
京
都
市
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
民

の
皆
様
か
ら
多
く
の
負
託
を
賜

り
、
引
き
続
き
、
京
都
市
会
第
一

党
の
座
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

我
々
議
員
団
は
、
責
任
あ
る

市
会
最
大
会
派

と
し
て
の
決
意

を
声
明
と
し
て

発
表
致
し
ま
し

た
の
で
、
こ
こ

に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。

〜　 声　明　 〜
今回の京都市議会議員一般選挙において、我が自由民主党は、

結成以来引き続き京都市会第一党の地位を確保した。

このことは、市民の自民党に対する実績の評価と熱い期待の表
れであると厳粛に受け止め、総力を挙げて市会で活発な議論を行
い、信託に応える決意である。

今般、同志が相寄り「自由民主党京都市会議員団」を結成した。

我々は、昭和、平成、そして令和の時代においても、市政を
支える責任ある市会最大会派として、その使命に徹し、防災・減
災をはじめとした安心・安全対策の推進、健康長寿の取組や子育
て・教育環境の充実、京都の強みを生かした地域経済の活性化に
全力を挙げて取り組むべく、一層の奮闘を誓うものである。

今後とも我が自由民主党京都市会議員団に対する市民の皆様
のより一層のご支持ご支援を切望する。

平成31年４月30日
自由民主党京都市会議員団

総
務
消
防
委
員
会

将
来
世
代
に
対
し
て
責
任
あ

る
財
政
運
営
や
防
災
・
減
災
対

策
を
含
む
消
防
行
政
、
東
京
一

極
集
中
の
是
正
・
文
化
庁
の
京

都
移
転
に
向
け
た
取
組
等
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。

文
化
環
境
委
員
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
や
安
心
安
全
に
向
け
た
取
組
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ご

み
・
食
品
ロ
ス
の
削
減
、地
球
温

暖
化
対
策
等
に
つ
い
て
議
論
し

五
つ
の
常
任
委
員
会
で

議
論
を
リ
ー
ド
！
　

５月市会
補正予算を可決

～
令
和
の
時
代
を
切
り
開
く
～

新
任
期
に
当
た
り

議
員
団
と
し
て
の
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を
変
え
て
ゆ
く
。
厳
し
い
な
が
ら

も
、
作
り
手
が
唸
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
使
い
手
が
い
て
こ
そ
文
化
は

よ
り
収
斂
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ま

す
。
移
転
完
了
や
そ
の
先
を
見
つ

め
て
、
文
化
市
民
局
の
関
わ
り
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
今

後
の
た
め
に
よ
い
使
い
手
を
ど
の

よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
、
本
市

の
取
組
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
京
都

が
蓄
積
し
て
き
た
豊
か
な
暮
ら
し

の
文
化
を
、
次
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
、
議
員
御
指
摘

の
「
良
い
使
い
手
が
、
良
い
作
り

手
を
生
み
、
育
て
る
」
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
ほ

ん
も
の
」
の
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
充
実
さ
せ
、
文
化
の
担
い

手
育
成
や
、
匠
の
技
の
継
承
、
伝

統
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
げ
て
参

り
ま
す
。
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全

面
的
移
転
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
国

民
の
「
期
待
」
を
「
実
感
」
へ
と

変
え
て
い
く
た
め
、
文
化
市
民
局

を
中
心
に
、
全
庁
一
丸
で
「
文
化

を
基
軸
と
し
た
市
政
運
営
」
を
更

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

■
津
田
大
三
議
員
（
質
問
）「
平

成
」
の
時
代
の
終
わ
り
と
と
も
に
、

「
令
和
」
の
新
し
い
御
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
前
天
皇
が
御
譲
位
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
光
格
天
皇
以

来
、
２
０
２
年
ぶ
り
に
上
皇

様
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
御

皇
室
の
弥
栄
に
と
っ
て
大
変

喜
ば
し
い
事
で
あ
る
と
同
時

に
、
京
都
に
と
っ
て
は
双
京

構
想
を
見
直
す
大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

目
指
す
べ
き
は
何
か
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
に
お
い
て
何
が

出
来
た
の
か
、
何
が
出
来
て

い
な
い
の
か
、
今
一
度
振
り

返
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
京

都
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
、

今
後
の
新
た
な
取
組
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
双
京

構
想
は
、
日
本
の
大
切
な
皇
室
の

弥
栄
の
た
め
に
、
皇
室
の
方
に
京

都
に
も
お
住
ま
い
い
た
だ
き
、
東

京
と
京
都
が
我
が
国
の
都
と
し
て

の
機
能
を
双
方
で
果
た
そ
う
と
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
中
に
は
、
文
化
庁
が
京
都
に

全
面
的
に
移
転
し
、
京
都
は
名
実

と
も
に
日
本
の
文
化
の
都
と
な
り
、

双
京
構
想
の
実
現
に
向
け
た
本
市

の
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皇
室
ゆ
か

り
の
地
・
京
都
と
し
て
、
京
都
市
、

京
都
府
、
商
工
会
議
所
が
連
携
し
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
宮
中

文
化
や
皇
室
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
取
組
を
展
開
し
市
民
等
の
機
運

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
国
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
る
な
ど
、
双
京

構
想
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

良
い
使
い
手
が
文
化
の

良
い
作
り
手
を
育
む

■
津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
私
は
、

文
化
庁
の
京
都
へ
の
移
転
に
つ
い

て
、
文
化
庁
と
京
都
市
民
の
双
方

に
大
変
プ
ラ
ス
に
な
る
、
あ
る
い

は
プ
ラ
ス
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
京
都
に
移

転
し
て
く
る
意
味
は
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
変
わ

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良

い
使
い
手
の
目
線
か
ら
文
化
行
政

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
昨
年

の
台
風
21
号
に
よ
る
倒
木
の
影
響

で
、
私
の
地
元
の
醍
醐
で
も
２
週

間
近
く
も
の
停
電
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
区
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
道

路
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
災
害

の
未
然
防
止
が
重
要
で
あ
り
、
今

年
度
は
、
道
路
の
防
災
機
能
強
化

に
係
る
予
算
を
前
年
度
比
３
割
増

と
し
、
孤
立
化
な
ど
重
大
な
影
響

を
受
け
る
路
線
に
つ
い
て
、
重

点
的
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
伴
う
停
電
の

早
期
解
消
の
た
め
、
関
西
電
力
に

強
く
申
入
れ
を
行
い
、
最
前
線
の

土
木
事
務
所
と
関
電
営
業
所
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
道
路

啓
開
の
優
先
順
位
な
ど
復
旧
方
針

を
速
や
か
に
決
定
す
る
調
整
会
議

を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、
連
携

強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

総
量
規
制
で
偏
在
解
消

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

市
内
地
域
を
細
分
化
し
て
必
要
量

を
設
定
し
、
そ
れ
を
上
回
る
場
合

は
事
業
者
指
定
を
行
わ
な
い｢

総

量
規
制｣

を
早
急
に
導
入
す
べ
き

で
す
。

　

ま
た
、
不
適
切
な
事
業
所
を
一

掃
し
、
本
市
の
療
育
の
底
上
げ
を

図
る
た
め
に
も
、
巡
回
指
導
事
業

を
効
果
的
に
活
用
す
べ
き
で
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
全
国

指
定
都
市
に
先
駆
け
年
内
に
は
偏

在
解
消
に
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
量
が
必
要
量
の
見
込
み
を
超
え

る
場
合
に
、
区
役
所
・
支
所
単
位

を
基
本
と
し
た
総
量
規
制
を
導
入

し
、
事
業
所
が
不
足
し
て
い
る
地

域
へ
の
参
入
を
促
し
ま
す
。

　

支
援
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
支
援
ス
キ
ル
や
経
験
を
有

す
る
法
人
に
よ
る
事
業
所
へ
の
巡

回
指
導
を
導
入
し
、
質
の
高
い
支

援
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

監
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
年
４

月
に
15
名
に
強
化
し
、
巡
回
指
導

で
把
握
し
た
状
況
を
日
々
の
監
査

に
還
元
し
て
、
厳
正
か
つ
丁
寧
な

監
査
を
行
い
ま
す
。

向
島
秀
蓮
小
中
モ
デ
ル

地
域
型
教
育
を
先
取

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
向
島

秀
蓮
小
中
学
校
の
開
校
で
示
さ
れ

た
「
小
中
一
貫
教
育
を
核
と
し
た

地
域
ぐ
る
み
の
教
育
」
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
と
課
題
、
今
後
、
全
市

の
教
育
の
充
実
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
か
れ
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

■
在
田
正
秀
教
育
長
（
答
弁
）
向

島
秀
蓮
小
中
学
校
で
は
、
地
域
、

保
護
者
の
皆
様
と
共
に
目
指
す
子

ど
も
像
や
、
地
域
貢
献
の
在
り
方

を
考
え
る
総
合
学
習
等
、
学
校
の

教
育
構
想
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、

小
１
か
ら
の
英
語
活
動
、
５
・
６

年
で
の
教
科
担
任
制
導
入
や
５
年

か
ら
の
中
学
校
生
徒
会
や
部
活
へ

の
参
加
等
、
時
代
を
先
取
り
す
る

取
組
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
先
進
的
な
取
組
や

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
各
校
の

取
組
に
つ
い
て
、
新
た
に
指
導
資

料
等
を
作
成
し
、
全
市
研
修
会
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
協
働
し
て
子
ど
も
を

育
む
、
本
市
な
ら
で
は
の
小
中
一

貫
教
育
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

改
元
を
機
に
双
京
構
想
の
原
点
へ

1			門川市政３期４年目の決意と取組について
2			新景観政策の更なる進化について
3			道路における防災・減災対策について
4			放課後等デイサービスの取組強化について
5			向島秀蓮小中学校の開校を踏まえた、今後の
小中一貫教育の展開について

6			児童虐待防止の取組について（要望）

⃝橋村芳和議員の質問項目⃝

1			双京構想の実現に向けた取組の振り返
りと今後について

2			文化庁移転を契機とした文化行政の進
展について

3			老舗や１００年企業を模範とした地域
企業の活性化について

4			レジリエンス戦略と京都が培ってきた
生活文化について

⃝津田大三議員の質問項目⃝

道
路
防
災
強
化
予
算
３
割
増

停
電
早
期
解
消
へ
関
電
と
の
連
携
強
化

向
島
秀
蓮
小
中
学
校（
南
東
側
外
観
）

双
京
構
想
連
続
講
座
の
様
子

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
機
能
分
担

市
民
の
機
運
高
め
、府・市・商
議
所
連
携
で

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
実
現
急
務

橋
村
芳
和 

議
員

⃝

伏
見
区

津
田
大
三 

議
員

⃝

中
京
区
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令
和
元
年
定
例
会
５
月
開

会
市
会
に
お
き
ま
し
て
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
第
84
代
京
都

市
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
光
栄

で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
令

和
元
年
、
ま
た
、
京
都
市
会

１
３
０
周
年
と
い
う
大
き
な

区
切
り
の
年
で
あ
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
民
意
を
反
映
す
る
議
会
の
特

色
を
生
か
し
て
、
執
行
機
関
で
は

成
し
得
な
い
政
策
提
案
を
行
っ
て

い
く
な
ど
、
議
会
活
動
を
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
の

活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
、
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
し
っ
か
り

と
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
と
も

に
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫

を
重
ね
、
京
都
市
会
が
こ
れ
ま
で

す
。

　

市
長
と
と
も
に
市
民
の
代
表
で

あ
る
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
下
、

市
長
等
の
執
行
機
関
に
対
す
る

以
上
に
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
市
政
発

展
の
た
め
、
門
川
市
長
と

し
っ
か
り
と
議
論
を
し
つ
つ

連
携
を
図
り
、
自
民
党
京
都

市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と
す

る
市
会
議
員
と
と
も
に
誠
心

誠
意
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常 任 委 員 会 市会運営 
委員会

特 別 委 員 会
総務消防 文化環境 教育福祉 まちづくり 産業交通水道 予算　　決算

委 員 長 みちはた弘之 田中たかのり 津田　大三 椋田　隆知
副委員長 さくらい泰広 加藤　昌洋 平山たかお ①　　　　 ②下村あきら ③森田　守

自 民 党

𠮷井あきら 富　きくお 橋村　芳和 繁　　隆夫 寺田　一博 津田　大三 富　きくお 橋村　芳和 繁　　隆夫
椋田　隆知 津田　大三 中村三之助 田中　明秀 下村あきら 寺田　一博 津田　大三 中村三之助 寺田　一博
さくらい泰広 西村　義直 山本　恵一 しまもと京司 田中たかのり 森田　　守 𠮷井あきら 田中　明秀 山本　恵一
森田　　守 加藤　昌洋 みちはた弘之 平山たかお 井上よしひろ 加藤　昌洋 西村　義直 下村あきら しまもと京司

豊田　恵美 	 平山たかお 椋田　隆知 みちはた弘之 田中たかのり
さくらい泰広 平山たかお 森田　　守
加藤　昌洋 豊田　恵美 井上よしひろ

■
森
田
守
議
員
（
質
問
）
近
年
、

宿
泊
施
設
が
急
増
し
、
価
格
競
争

が
生
じ
て
い
る
と
い
う
報
道
も
耳

に
し
ま
す
。
平
成
28
年
10
月
に
京

都
市
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針

策
定
後
、
現
在
、
宿
泊
施
設
の
状

況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
の
市
長
の
お
考
え
、
そ
し
て
観

光
地
の
分
散
化
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
合

わ
せ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
宿

泊
施
設
は
、
約
３
万
室
か
ら
約

４
万
６
千
室
に
増
加
し
て
お
り
、

施
設
数
と
し
て
は
満
た
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
施
設
の
多
く
が
、
京

都
駅
周
辺
や
市
内
中
心
部
に
集
中

す
る
な
ど
地
域
的
な
偏
在
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
、
効
果

的
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、

「
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続
可

能
な
観
光
都
市
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
市
民
生

活
と
観
光
と
の
調
和
と
各
地
域
に

お
け
る
持
続
可
能
な
発
展
の
実
現

に
向
け
、
総
合
的
な
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
工
事
は
市
内
産

木
材
の
使
用
努
力
を

■
森
田
守
議
員
（
質
問
）
京
北
地

域
の
過
疎
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

さ
ら
に
は
地
域
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
施
設
の
建
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、

京
北
小
中
一
貫
教

育
校
の
８
割
以
上

が
海
外
産
木
材
で

建
設
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
更
な

る
工
夫
、
努
力
の

余
地
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
後
、京
北

小
中
一
貫
教
育
校

の
工
事
を
教
訓
と

し
て
、
京
都
市
で

の
公
共
建
築
物
に

お
け
る
市
内
産
木

材
の
利
用
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
か
れ
ま

す
か
。

■
門
川
大
作
市
長

（
答
弁
）
京
北
小
中

一
貫
教
育
校
の
工
事
は
、
国
際
協

定
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
対
象
で
、
木
材
の
産

地
指
定
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
内
産
木
材
「
み
や
こ
杣
木
」
の

使
用
を
努
力
義
務
と
し
、
工
事
中

の
現
在
も
、「
み
や
こ
杣
木
」
の
更

な
る
使
用
に
つ
い
て
、
木
材
の
産

地
、
京
北
の
学
校
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
事
業
者
と
協
議
を
積
み

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
設
計
す
る
付

属
棟
は
、「
み
や
こ
杣
木
」
に
よ
る

木
造
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
員
の
御
指
摘
も

踏
ま
え
、
公
共
建
築
物
に
お
け
る

市
内
産
木
材
の
積
極
的
利
用
に
努

め
、
更
な
る
利
用
拡
大
の
た
め
、

従
来
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
常

に
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■議　　長　山本　恵一
■監査委員　田中　明秀
■関西広域連合議会議員　中村　三之助
■京都府後期高齢者医療広域連合議会議員　下村　あきら

■団　長　橋村　芳和
■副団長　椋田　隆知
■政策委員長　 しまもと　京司

＊市会運営委員会の津田大三、寺田一博は理事
＊予算決算特別委員会の副委員長欄の○内数字は分科会

市政のリーダーシップ

■
自
民
党
議
員
団
の
所
属
委
員
会

自民党市会議員団1			市民生活と観光の調和に係る取組について

2			健康長寿に資する歯科口腔対策の推進について

3			保育園や幼稚園等の送迎、散歩コースの安全対策について

4			消防団総合査閲における小型ポンプ操法について

5			公共建築物における市内産木材の利用促進について

⃝森田守議員の質問項目⃝

地
域
活
性
化
に
繋
ぐ
観
光

市
民
生
活
と
の
調
和
を
図
る
施
策
を
展
開

京
北
小
中
一
貫
校
の
イ
メ
ー
ジ
図

集
中
す
る
観
光
客
の
回
遊
・
分
散
化
へ

森
田 

守 

議
員

⃝

右
京
区

【
代
表
質
問
】
5
月
市
会
（
5
月
27
日
）

第
84
代
京
都
市
会
議
長

山
本　

恵
一

伝わる
市会に
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地
域
力
を
高
め
て
健
康
長

寿
の
街
を
構
築
す
る
。
ま
た

文
化
観
光
都
市
と
し
て
市
民

目
線
の
政
策
を
推
進
し
、
京

都
の
歴
史
的
な
街
並
み
を
守

り
、
次
世
代
へ
安
心
安
全
な

街
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
於
い
て
重
要
な
課
題
と
な

る
安
定
し
た
財
政
の
確
立
に

向
け
て
、
税
収
の
更
な
る
増

加
や
宿
泊
税
に
続
く
新
た
な

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
議

会
で
の
議
論
を
深
め
、
前
進

さ
せ
た
い
。

　

子
育
て
環
境
日
本
一
を

目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
防

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
達

や
ご
高
齢
の
方
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

め
ま
す
。

　

益
々
不
安
定
さ
を
増
す
世

界
情
勢
や
経
済
、
未
曽
有
の

自
然
災
害
。急
速
に
進
む
少
子

高
齢
社
会
等
、
厳
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
私
達
の
社
会
が

未
来
に
向
け
て
持
続
可
能
と

な
る
よ
う
京
都
・
山
科
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ハ
ッ
キ
リ
発
言
、
し
っ
か

り
仕
事
！
最
も
身
近
な
議
員

と
し
て
、
市
民
の
安
心
・
安

全
な
く
ら
し
に
つ
な
が
る
政

策
を
提
案
・
提
言
し
、
市

役
所
の
予
算
が
有
効
に
活
か

さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
・
監

視
・
評
価
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
政
策
を

通
し
て
市
民
生
活
の
向
上
へ
の

取
組
に
繋
が
る
よ
う
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
引
き
続
き

安
心
安
全
を
柱
に
一
四
七
万
市

民
の
更
な
る
福
祉
が
前
進
す
る

よ
う
市
民
目
線
で
よ
り
良
い
政

策
を
目
指
し
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
の
調
和
に
加

え
、
地
域
活
動
に
参
加
し
、

心
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ

う
、
子
宝
社
会
の
推
進
、
豊

か
な
長
寿
社
会
の
保
障
、
地

元
の
魅
力
拡
大
、
安
心
安
全

社
会
の
向
上
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
の
多
発
し
た
平
成
か

ら
令
和
の
時
代
へ
。
避
難
施

設
等
の
耐
震
化
の
促
進
、
人

に
優
し
い
道
路
環
境
整
備

（
無
電
柱
化
）
な
ど
、
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
安
心
・

安
全
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

女
性
の
視
点
で
し
か
解
決

に
向
か
え
な
い
社
会
的
課
題

は
山
積
し
て
お
り
、
女
性
の

社
会
活
躍
と
政
治
参
画
に

よ
っ
て
、
社
会
は
よ
り
よ
く

豊
か
に
な
り
ま
す
。
女
性
が

輝
け
る
躍
動
感
溢
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
り
左

京
区
内
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
災

害
か
ら
区
民
の
皆
様
の
安
心
、

安
全
、
命
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
に一
丁
目
一
番
地
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

一
部
地
域
に
集
中
し
て
い

る
観
光
客
の
分
散
に
向
け
、

市
内
周
辺
部
の
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
と
そ
こ
へ
行
く

為
の
交
通
手
段
の
充
実
を
図

る
。外
国
人
だ
け
で
は
な
く
国

内
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
年
は
伏
見
市●

誕
生
か
ら

９０
年
の
節
目
の
年
。
横
大
路

で
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

併
設
さ
れ
た
環
境
学
習
施
設

が
ス
タ
ー
ト
。
環
境
先
進
行

政
区
を
標
榜
す
る
伏
見
区
か

ら
京
都
市
の
環
境
政
策
を

リ
ー
ド
す
る
取
組
発
進
。

　

私
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
街
づ
く
り
」
と
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

は
少
し
昔
の
価
値
観
か
ら
」
の

政
治
信
条
の
も
と
、
こ
れ
ま

で
通
り
「
ポ
ス
ト
に
ベ
ス
ト
」

で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
最
優
先
は
私

の
持
論
。
子
供
達
が
地
域
で

元
気
に
遊
び
、
そ
れ
を
見
守

る
事
で
お
年
寄
り
が
元
気
に

な
る
。
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
を
大
切
に
想
う
心
を

育
む
。
そ
ん
な
当
た
り
前
を

大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
暮
ら
し
や

す
い
生
活
基
盤
の
整
備
、
市

バ
ス
の
混
雑
緩
和
、
無
電
柱

化
の
推
進
、
東
大
路
通
の
整

備
。
若
年
人
口
増
加
の
為
の

子
育
て
支
援
な
ど
。
諸
先
輩

と
若
者
と
の
架
け
橋
と
し
て

令
和
の
時
代
を
切
り
拓
く
。

　
一
五
〇
年
前
、
遷
都
に
よ

り
京
都
の
人
口
は
激
減
。
先

人
た
ち
は
町
の
復
活
は
子
ど

も
た
ち
を
豊
か
に
育
む
こ
と

と
考
え
、
自
分
た
ち
で
番
組

小
学
校
の
建
設
→
町
は
復
活
。

歴
史
に
学
び
、
更
に
育
み
と

教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

徹
底
し
た
経
済
政
策
に
よ

る
市
域
内
の
好
循
環
景
気
を

喚
起
し
、
私
た
ち
全
市
民
の

暮
ら
し
と
福
祉
・
教
育
の
高

水
準
を
目
指
す
と
と
も
に
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
安
全
性

と
人
の
移
動
・
物
流
・
環
境

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

京
都
市
に
お
い
て
も
急

激
に
人
口
減
少
が
進
行
す

る
中
で
、
閉
塞
感
を
打
ち
破

り
そ
れ
ぞ
れ
が
自
信
や
個

性
に
満
ち
溢
れ
た
自
分
ら

し
く
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構

築
し
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
振
興
、
福

祉
・
教
育
の
充
実
、
都
市
基

盤
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
未

来
の
伏
見
区
の
発
展
を
見
据

え
て
、
Ｊ
Ｒ
稲
荷
駅
西
口
改

札
通
路
の
整
備
や
深
草
で
の

疏
水
通
船
、
国
有
地
の
活
用

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
発
揮
さ
れ
、
い
か
な
る
危
機

も
乗
り
越
え
て
い
け
る
「
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
」
な
ま
ち
づ
く
り
を

構
築
し
災
害
が
発
生
し
や
す

い
箇
所
の
防
災
工
事
を
重
点

と
し
、
現
場
で
の
円
滑
な
連
携

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。

　

私
は
一
貫
し
て
京
都
の
未

来
に
は
、
住
民
と
地
域
の
力

が
何
よ
り
も
必
要
と
訴
え
て

参
り
ま
し
た
。
京
都
の
未
来

の
た
め
に
、
関
係
す
る
す
べ

て
の
力
を
引
き
出
す
環
境
づ

く
り
に
引
き
続
き
、
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

新
任
期
を
迎
え
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
政
策
に
つ
い
て
自
民
党
議
員
に
聞
き
ま
し
た
。

中
村
三
之
助

上京区

寺
田
　
一
博

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

富
　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田
　
　
守

右京区

豊
田
　
恵
美

左京区

さ
く
ら
い
泰
広

左京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

令
和
の
時
代
の
幕
開
け

輝
き
続
け
る
京
都
の

実
現
に
向
け
て
！

マタリーヌ
（京都市会マスコット

キャラクター）

またきち
（京都市会マスコット

キャラクター）

山
本
　
恵
一

北区

田
中
た
か
の
り

右京区

令和元年6月30日自由民主党京都市会議員団ニュース第64号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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